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 新体詩にとって 1896 年は画期となる年である。それは第 1 に「軍歌」が登場すること、
第 2 に「色・恋」を主題とした作品が誕生すること、第 3 に愛好者の広がりが見られること
による。本稿では『新体詩林』、『書生唱歌』、『新体詞選』、『纂評・新体詩選』、そし
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詩史上ひとつの画期となるのがこの 1886 年である。 
その理由はまず、河井源蔵版『軍歌』が出版され、翌年末まで 50 点を越える類書が刊行
されることである。以後、明治を通じて新体詩と軍歌は同一視されていき、やがて軍歌は別











雑誌『新体詩林』は、1885(明治 18)年から翌年にかけて 6 号まで大阪で発行される。編
者は第 1 号から 4 号は小川平吉(政治家の小川平吉〈1869-1942〉と同一人物か)、第 5 号は
未確認。第 6 号の編者は首藤文雄、編著書に『棉花輸入税廃止理由書』(1892)、『郡市町
村・治績類纂』(1903)、『大阪案内』(1909)などがある。 
第 1 号「社告」に《原稿ハ之ヲ甲乙丙ノ 3 等ニ区別シ》《其取捨選択ハ編者ニ一任セラ
レザル可ラズ》とあるように、一般から広く投稿を募る体裁をとる[小川 1885a:3]。WEBSTER
の The Elementary Spelling-Book(1885)に広告を出していることから、その対象が洋学に
関心を持つ若者層であることがうかがえる[Webster1886]。またこの「社告」からは、当時
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5] (各論 4-2 参照)。朗誦されるものとしての新体詩は唱歌との融和性が高く(各論 4-1 参













あることが確認できる(各論 4-2 参照)。具体的には、次の 2 点が継承されている。 




























この各論 4 シリーズではそういった新体詩を論説詩と総称する。 
第 2 に用語の平易さである。先の「新体詩作例大意」に《唐詩和歌ノ如ク古事古語ヲ引
用シテ徒ラニ読者ヲ苦シマシムルヲ忌ム》とあり[首藤 1886:3]、読者に分かりやすい言葉
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では以下、各号ごとに内容を紹介する。 
 
1.1 第 1 号 


















4 集収録の大竹美鳥の「代悲白頭翁歌」がある(各論 4-3 参照)。 
《杖にすがりて其むかし/舞ひつ謡ひつせし野辺を たそがれ時に眺むれば/それとも知
らぬ鳥の音の いともあわれに聞ゆなり》[小川 1885a 同:6]。 
 
1.2 第 2 号 
1885 年 11 月刊。「勧学の歌」「テニソン氏軽騎兵隊進撃の詩」は『新体詩抄』からの転
載である。また大岡が「トーマス、グレイ氏の伝」として、英国詩人・トーマス=グレイ(1716
～1771 Thomas Gray)に関する作品を書いている[小川 1885b:2] 。グ連載物であるが、第
3 号[小川 1885c:3]および第 4 号[小川 1886:3]では紙数の都合で休載、第 6 号にも掲載さ



















す詩」がある。なお、首藤は 6 号では編集を担う。 
 
1.3 第 3 号 
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1.4 第 4 号 

























人はなし》《命に換えて大切は 平等自由の権なるに》といった詩で [柳田 2005:378]、柳
田泉は同じ自由民権運動を背景にした屈山・小室重弘の「自由の歌」と比較すると(『新体
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る[野呂 1996:13]。そして、その別冊付録として 4 月に『新体詩学必携』を、6 月に『新体
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人の「ミルトン(John Milton, 1608-74)」や 日耳曼
げ る ま ん
国の「シュルレル(シ
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る[野呂 1996:21]。以下、3 つにわけて考察する。 
 
2.1.2.1 忠君愛国詩 
まず、《進めよ勧め同胞よ 旭輝く日本は》で始まる無題の 3 段組 1 連 8 行の詞書が置か
れる[中川 1886:23]。そして、「玉の緒の歌」「ロング フェロー氏人生の歌」が『新体詩
抄』から(各論 4-2 参照)、「扶桑歌」が喇叭吹奏歌から(各論 4-6 参照)、それぞれ転載さ
れる。 
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る(各論 4-3 参照)。続けて 2 段組 5 連 15 行(1 連 3 行)の「詠大楠公」が掲載される。その










































































2 段組 5 連 15 行(1 連 3 行)の本篇「詠児島三郎の詩」は、第 1 連《身にふりかかる春雨
は 晴れても胸ははれやらぬ/心ありげな桜木は 花も涙をおさめかぬ/思案に砕く身も骨も 
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2.1.2.3 海外の故事 



































2 段組 1 連 7 行の本篇「詠蘇武の詩」は再びソネット形式をとる。野呂は《形式が先に
あり、無理に作品の形態を整え完成させ》たため《惨憺たる出来と言わざるをえない》と














同じ彼と吾》 [中川 1886:38-9]。 
3 つ目は、古代ギリシアのテーベ(テバイ)の覇権確立に尽力した将軍・政治家で親友同
士であるペロピダス（Pelopidas 前 410 頃-前 364）とエパミノンダス(Epaminondas？-前
362)である。本間は『経国美談』から取材したものであろうと推測する[本間 1937:68]。 
3 段組 1 連 62 行の詞書「「ペロピダス」及び「エパミノンダス」」は、二人の武功を説
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2.1.2.4 その他 









続く 2 段組 5 連 15 行(1 連 3 行)、中川訳(原詩不詳)の「洪水の歌」は、旧約を題材とす




































































2 段組の全 13 篇は全て七五調で書かれる。『新体詩抄』より「勧学(の歌)」、『小学唱
歌集・初編』(1881)より「蛍の光」(原題「蛍」)が転載される(各論 4-1 参照)。 
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いる。朝倉についての詳細は不明、自由民権運動に際し、茨城県下(現岩井市)に設立され
た政治結社・喈鳴社のメンバーとしてその名がある[常総市]。 











じ句でしめくくる[内田 1886:5-6]。1 連 7 行の「競争」も《薫りをおくる春風に 吹流れた




それから、首藤による 1 連 24 行の「新案いろは」は、《今(いま)は昔と異なりて 禄(ろ
く)も位も知恵次第/恥(は)ぢも誉れも学問を 日夜に励み怠るの》と、「いろは」で詠む教
訓歌である[同:6-7]。 







































ね む け さ ま
せよ生書生/酔ひ潰れたる漢癖者》としめくくられる[内田 1886:10-1]。 
また、編者・山口による 4 連 8 行(1 連 2 行)の「小喩」は教訓詩である。《雨の小粒の
小さきも 此大なる海となる》、《少しの途
ミチ
も曲りなば 果ては不良の谷ならん》[同:11] 。 
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3. 『書生唱歌』 
7 月、東京で刊行、編者は岸田吉之輔である。各論 4-6 で扱った軍歌的な作品以外の 4
篇を見る。全篇七五調 1 段組みとなっている。 
4 篇のうち 3 篇が大和田健樹(1857-1910)によるもので(各論 3-2 参照)、1 つ目は 7 連 89
行の「バイロン氏青海原」で、バイロン(George Gordon , 1788-1824) の『チャイルド・
ハロルドの巡礼(Childe Harold's Pilgrimage, 1812-1818)』の訳詩である。原詩の第 4 編
182 を訳した第 5 連を引く[岸田 1886:12-17]。大和田のぶりを見るために原詩を付す
[Byron: CLXXXII]。 
《浜辺にた(建)てる帝国は(Thy shores are empires,)/汝
ナレ
をのこ(残)して変わりゆく。
(changed in all save thee—/)/ローマ、ギリシア、アツシリヤ、(Assyria, Greece, Rome, )/
いま(今)はいかなる世のさま(様)ぞ。(Carthage, what are they?/)/自由に富みし往昔も、
(Thy waters washed them power while they were free/)/無道の君のいで(出)し日も(And 
many a tyrant since:)、/岸は奴隷となりたるに(their shores obey/ The stranger, slave, 
or savage; their decay/ Has dried up realms to deserts:) /汝のみひとり染みもせず。(not 
so thou,)》。 




























せた硯友社の同人の詩歌 10 篇を掲載する(各論 4-5 参照)。同年刊行の『少年姿』同様、山
田は漢詩を意味する「詩」を避け「新体詞」という呼称を用いる(各論 4-5 参照)。全 10 篇、
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
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九華・丸岡久之助は最多の 5 篇を載せる。 
まず、6 連 30 行(1 連 5 行)の「士卒の夢」では、老兵の望郷の念を詠む。スコットラン
ド出身の詩人、トマス=キャンベル(Thomas Campbell 1777-1844)の“The Soldier’s Dream”
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最後に、10 連 120 行(1 連 12 行)の「リツプ、バン、ウンクル」は短編小説「リップ・バ





















































山田は 4 篇を寄せる。各論 4-6 で扱った「戦景大和魂」以外の 3 篇を見る。なお、山宮
はこの「戦景大和魂」のみを佳作とする[山宮 1950:457]。 









































そして、「敵討名浅広記」を粉本とする 6 連 72 行(1 連 12 行)の「大川友右衛門」であ
る[亀井 1984:6-7]。細川家に奉公する大川友右衛門が火事に際し、徳川家から拝領した御
朱印を割いた腹に入れて守り抜き、息絶える場面を描く。なお、山田は『少年姿』収録の
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1886(明治 19)年 9 月、東京で竹内信隆編『纂評・新体詩選』が発行される。明記したも
の以外は作者不詳、七五調 2 段組で構成される。 
「凡例」に《我邦古来ノ長歌ト全ク其趣ヲ異ニシ新タニ壇宇ヲ開クモノ是レ新体ノ名ノ
因テ起ル所以ナリ》とあるように[竹内 1886:5]、『新体詩歌』全 5 集で多くの長歌を採用
した竹内は今回は長歌と決別し、漢詩への接近を図る。書名にも「詩歌」を廃し「詩」を
採用し、「序」および全評語、そしてほとんどの作品タイトルに漢文を用いる。さらに、
22 篇中 5 篇の漢詩を採る。このような漢文脈の編集は、読者獲得のためのみならず、当時











もうひとつは、外山による 1 連 130 行の長詩「耶蘇弁惑一節」である。初出は『東洋学
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る(各論 4-6 参照)。 




(国境を守る兵)歌 」だが、これは「ラインの守り Die Wacht 
am Rhein」の翻訳詩である。『書生唱歌』掲載の「ラインの守〈独乙書生の歌〉」とは別
である(各論 4-6 参照)。「抜刀隊」制作に際して「ラインの守り」と「ラ・マルセイエー
ズ La Marseillaise」を参考にしたと外山が語るように(各論 4-2 参照)、両者は軍歌の手
本的存在である。 
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て散る》、《薩摩武雄のをたけびに 打散る玉は板や打つ》[竹内 1886:22-3]。 











1886(明治 19)年に隅田川で行われた競漕会に際して詠まれたものだという[竹内 1886:15]。 
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6 つ目の 1 連 12 行の「待春詞」では、《今はいや(賤)しき務めして/憂(浮)き川竹の沈
むとも 心の濁りあらざれば/いつしか晴るる秋の月》と、横浜・紅髯楼の遊女となった幼
馴染への想いを綴る[同:39-40]。 
 注目すべきなのは 7 つ目の作者不詳、1 連 57 行の「贈学友」である。故郷を出た男性を
想う女性が書いた体で書かれているが、ここには「恋愛」の萌芽が見られる。 
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詩への一里塚となるで。とりわけ『纂評・新体詩選』の「贈学友」では限りなく恋愛詩に接
近する。 
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文学』33 巻 7 号 
野呂芳信(1996)「「新体詩学必携/新体詩格・愛国美談」について」明治詩探求の会『明





柳田泉(2005) 谷川恵一校訂『随筆 明治文学 1 政治篇・文学篇』平凡社(東洋文庫) 
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小川平吉(1885b)『新体詩林・第 2 号』新体詩林社 
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小川平吉(1885c)『新体詩林・第 3 号』新体詩林社 
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小川平吉(1886)『新体詩林・第 4 号』新体詩林社 
2 (https://base1.nijl.ac.jp/~kindai/img/WASD/WASDT-00041/WASDT-00041-02.jpg) 
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論』第 17 号 
(https://www.jstage.jst.go.jp/article/shinbungaku/17/0/17_KJ00003738874/_pdf/-
char/ja) 
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1886 as an Epoch-Making Year of “Shintaishi”：  





   The year of 1886 was an epoch-making year for the creation of "Shintaishi" (new 
style of Japanese poetry).  During that year there was the appearance of "gunka" 
(military songs), the introduction of  the "Iro/Koi" (carnal desires) theme, and the 
spread of devotees.  In this paper, we will examine the second and third events of that 
year through the following readings: the Shintaishi-rin (collection of new style 
Japanese poems), Shosei Shoka (student's songs), two Shintaishi-sen (selection of new 
style Japanese poems) and the books edited by “Shintaishi-gaku Kenkyukai ” (Society 
for New Style Japanese Poetry). 
 
Keyｗords：Shintaishi-gaku Kenkyukai (A Society for New Style Japanese Poetry), 
Shintaishi-rin (A collection of new style Japanese poems), Shosei Shoka (A student's 
songs), Shintaishi-sen (A selection of new style Japanese poems), Sanpyo-Shintaishi-
sen (An annotated selection of new style Japanese poems) 
